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1.は じめに

　 学習者 が獲得 した解 法の活用 には,学 習者 に問題 を

解 かせ る問題解決演 習が一般 的に行 われ てい る。 この

演習の解答 は,ほ とん どの場合 一意 に決 ま るため,多

様 な対応 を必要 とせ ず,授 業で扱 いやす い。

　 それに対 し,作 問学習は問題 を解 くのではな く,問

題 を作 ることに よる学習であ る。解 法べ 一スの作問学

習では,学 習者 は解 法 を与え られ,そ れ が適 用可能 な

問題 を作 る。 この活 動で学習者 は解 法の適用 理由を理

解 してい る必要があ るため,解 法の定着 に有効な方 法

であ ることが示 されて いる(1)。しか し,正 解 とな る問

題 の成 立条件 は複数 の要因か らな り,解 法に対応す る

正解 も複数 存在 しうる。 従って この活動 を実現す るた

めには,作 成 された個々の問題 に対す る適切 な診 断 と

評価 が求め られ る。 そ こで,こ の作問学習 を支援す る

システムの研 究 ・開発 が行 われ てい る(2)(3)④。

　 この一連 の研 究の成果 として,算 数 文章題 を対象 と

した単文統 合型 作 問学習 支援 システ ム 「モ ンサ ク ン

Touch」 が開発 され てい る(5)。学習者 のた めの作 問イ

ンターフェースを図1に 示す。

図1　 モ ン サ ク ンTouch(5)の イ ン タ ー フ ェ ー ス

　 この システ ムは,2項 の加 減算 を対象 とした,作 問

課題 の出題 お よび診断が行 えるもので ある。図1の 例

で は,条 件式(8-3)及 び核 となる物語(あ わせて

い くつ)が 与 え られてお り,生 徒 はシステ ムが生成 し

た文章題のパー ツ(単 文カー ド)を 取捨選択 し,条 件

に合 うよ うに単文カー ドを並び替 えるこ とによって作

問 を行 う仕組み となってい る。カー ドを選んで並び替

えるとい う演習方法 は,小 学校低学年の学習者 におい

て も容易 に仕組み を理解 し,操 作が可能な もの とな っ

てい る。 このタイ プの作問を単文統合型 の作問 とい う。

また,作 成 した 自分の解答は任 意の タイ ミングで正誤

判定のチ ェ ックを受 けるこ とがで きる。 このチ ェック

は,シ ステムの 自動診断 によるもので ある。 この シス

テ ムによ り,単 文統合型の作問お よび 自動診断の環境

を提供す ることで,短 時間で多 くの作問量 を期待す る

こ とがで きる。

　 また,本 システムの実行環境はタブ レッ トPCで ある

た め,専 用の コンピュータルー ムへ移動す ることな く,

一般教室の授業で補助的 に利 用可能で ある
。 この環境

において,小 学1年 生 を対象 と した現場での実践 を9

時限にわた って行 ってお り,有 用性 が示 されている⑤。

　本 システム は,小 学校で学習す る四則の うち,加 減

算の範囲 をカバー してい る。そ こで,本 稿で はシステ

ム名 を新た に 「モ ンサ クンTouch2」 とし,乗 算文章題

にお ける作問学習支援 システ ムの設計 を試み る。

2.乗 算における課題の設計

2.1　 比の3用 法

　乗算文章題を対象 としたシステムを設計するために

は,ま ず乗算の意味について考察する必要がある。小
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学校学習 指導要 領解説 算数編(6)(7)による と,[2年 乗

法]の 解説部分には 「棄 法属 一つ分 の大 きさが決 まっ

ているときに,そ の幾 つ分 かに当た る大 きさを求 める

場 合に用 い られ る。(P.87)」,「 また,累 加 と しての乗

法 の意 味は,幾 つ分 といった のを何倍 とみ て,一 つの

大 きさの何倍かに 当た る大 きさを求 めること であ ると

いえる。(P87)」 とある。また,[乗 数や 除数 が整数 の

場合 の小数 の乗 法,除 法]の 解説部分 には,「棄 法 の、彦

味は,基 準 とする大 きさとそれ に対 する割 合か ら,そ

の割合に当た る大 き さを求 める計算 と考え るこ とが で

きる。(P.142)」 とある。 これ らをま とめ ると,乗 算 の

意 味 は,[1]一 つ分 の大 き さ×幾つ分=幾 つ分か に当

た る大 き さ,[2]一 つ 分の大 き さ×何倍=何 倍 か に当

た る大き さ,[3]基 準 とす る大 きさ(基 準量)× 割合=

割合 に当た る大き さ(比 較量)と な る。

　教 科書において も,か け算 を言葉 の式で表 した上で

抽象 的な概念を表記 してい る。 その例(8)を図2に 示す。

ここでは,か け算の意味を[1]と して捉 え,[2]と 同 じ

概念 であ ることが併 記 されてい る。

図2　 教科書における乗算の説明例(8)

　また,[1][2]は 「一つ」に着 目した概 念であ る。 つ

ま り,数 量の範 囲が離散 量かつ,1を 基 準に した概 念

であ る。それ に対 し,[3]は 連続量へ も適用 でき,基 準

も1に 限定 され ていないため,よ り広い概念 であ ると

言 える。以上 よ り,小 学校 で扱 う乗 算の意 味構 造は[3]

とな る。

　 さらに,着 眼点 を乗 除算の範 囲まで広 げて考え る。

小学校 で習得す る割 合に関す る計算 方法は3種 類存在

し,こ れ らは一般 的に比の3用 法(割 合 の3用 法)と

言われてい る。啓林館 の算数用語集(9)におけ る 「割 合

の3用 法」の項 目に よると,も とにす る量 をB,割 合

をp,比 べ る量 をAと す るとき,表1の 通 り表 され る。

　　　 表1　 比の3用 法(割 合の3用 法)(9)

　第1用 法は割合pを 求める計算方法,第2用 法は比

べる量Aを 求める計算方法,第3用 法はもとにする量

Bを 求める計算方法である。表1よ り,求 める量によっ

て用い るべ き演算が異 なってお り,被 除数 は常 に比べ

る量Aで あるな どの決ま りが存在 してい ることがわか

る。 よって,乗 除算文章題 を解 決す るた めには,基 準

量(も とにす る量)・ 割合 ・比較量(比 べ る量)の3量

を正確 にと らえるこ と,お よび3量 の 関係 性 を正確 に

とらえるこ とが必要で ある とい える。

　 以上 よ り,乗 算文章題 を対象 とした学習支援 におい

て は,基 準量 ・割合 ・比較量の3量 の違い を理解 させ

ること,比 の第2用 法 「基準量 ×割合=比 較量」の関

係 を理解 ・定着 させ ることが重要 とな る。本 システム

で は,こ の比の第2用 法の習得 を学習の 目的 と して設

定 した。

　 次節 よ り,本 節で示 した比の3用 法 に基づ く課題 の

設計お よび システ ムの設計 を行 う。

2.2　 課題 レベル

　モ ンサ ク ンTouchで は,単 文統合型 の作 問を行 う際

に満 たすべ き制約 を洗い出 し,モ デル化 を行っている。

このモデル を作問 タス クと定義 してい る。加 減算 にお

ける作問タスク(5)を図3に 示す。 このモデル化 によ り,

2項 の加 減算 にお ける単文統合型の作問で実現可能な

問題 構造がすべて網羅 された こ とにな る。 よって,こ

のモデル に従 うこ とで,作 問課題の 出題 お よび診断が

システム上で実現可能 とな る。

図4　 乗除算の作問タスク
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　 モ ンサ クンTouch2で は,課 題 として乗 算 を扱 うため,

ここでは乗 除算 におけ る作問タス クのモデル化 を行 っ

た。 これを図4に 示 す。

　加減 算の作問課題 は,3つ の数 量の違 い を明確 に区

別す る必要な く解決 可能 であったが,乗 除算 において

は基準量 ・割合 ・比較量の3量 を明確 に区別 した上で,

演算 関係 を見出す必 要あ るため,作 問 タス クにおいて

もこの3量 を制約 の柱 として設 計 した。

　 次に,乗 除算 におけ る各タスクについて説 明す る。

計算 式 とは,求 答 式の ことであ り,答 えを求め るため

の式であ る。計 算式決定タス クでは,わ り算 で未知数

を求め る作問を行 うのか,か け算で未知数 を求め る作

問を行 うのかを決定す る。比 の計算式決定 タスクでは,

計算 式 として,比 の3用 法の うち どの用 法の作問を行

うのかを決 定す る。

　算数 文章題 では,物 語 か ら立式 した ものがそのまま

計算 式 とな るとは限 らない。 それは,未 知数 が どの数

量に設 定 されてい るかに よって変わって くる。 図5の

例 は,関 係 式が基準量 ×割合=比 較 量の第2用 法の物

語 であ る。 関係 式 とは,物 語(問 題場 面)を 読み取っ

てそのまま立式 した ものであ る。 しか しこの問題 は,

未知数 が割合 に設 定 され てい る(基 準量 ×割合[?]=

比較 量)た めに,計 算式 は,比 較 量 ÷基準量=割 合[?]

とい う,第1用 法 とな る。 この よ うに,関 係 式 と計算

式が異な る問題 を逆思考問題 とい う。 逆思考問題 も含

め,算 数文 章題解決 のためには,物 語 が表 わ してい る

数 量関係 を判 断 し,計 算 式は何 であ るかを判 断す る必

要があ る。 作問タス クにおいて も,物 語 に関す るタス

クお よび関係式 に関す るタス クは,計 算 式に関す るタ

ス クとは別 に必 要 とな る。

　　　　みさきさんの学校の5年 生125人 のうち、
　　　　運動クラブにはいった入は57人 、

　　　　文化クラブにはいった人は50人 でした。

運動クラブの人数は、5年生全体の人数の

何倍ですか、

図5　 関係式がかけ算で計算式がわ り算の例

　乗除算の文章題には文字通 り,順 思考としてのかけ

算の物語 とわ り算の物語が存在する。それらを乗算物

語 ・除算物語 とした。物語構造決定タスクではどちら

の物語で作問を行 うのかを決定する。比の関係式決定

タスクでは,ど の関係式で作問を行 うのかを決定し,

比の物語式決定タスクでは,物 語 として比の3用 法の

うちどの用法の作問 を行 うのか を決定す る。除算物語

は複数の もの を 「分 ける」問題,あ るいは連続的 につ

なが ってい るもの を 「分 ける」問題 が該 当す る。比の

物語式の第1用 法 は 「一定の グループ ご とに分 ける」

よ うな問題 で あ り,一 般的 に包含除の問題 と呼ばれて

い る。第3用 法は 「複数の グループ に等 しく分 ける」

よ うな問題 で あ り,一 般的 に等分除の問題 と呼ばれて

い る。

　 これ らの決定 に基づ き,学 習者 は単文カー ドを取捨

選択す るこ とにな る。 この際,物 語 に応 じた量の構 成

やオブ ジェク トの構成,数 値の構成 を適切 に選択す る

必要が ある。 これが問題 文決定 タス クで ある。

　以上が乗除算 にお ける作問 タス クで ある。 これ によ

り,2項 の乗除の範囲で逆思考問題 を含むすべての作

問パ ター ンが網羅で きた。

　課題 レベル は,こ の作問 タス クのプ ロセス に制約 を

与 えることによ り区分す る。 これ を表2に 示す。

2　 モ ン 　 　 ンTouch2の レ ベ レ訟 量

　学習者 に与 える作問の条件 と しては,レ ベル4-2

以外は計算式で与 える(例:3×5=?で 計算で きる

お話をつ くろ う)。学習者 が作 問可能な計算式や関係式

の制約 を変 えるこ とで難易度が変わ って くる。

　 レベル1で は,作 問の導入 としての位置づ けとして,

未知数の文字 「?」 を用いず に具体的 な数値 を条件 と

して与 える。計算式 も物語式 も比の第2用 法の課題 で

ある。

　 レベル2で は,未 知数 に 「?」 を使用 した課題で あ

る。作問 され る問題 の構造 として は レベル1と 同等で

ある。

　 レベル3で は,1つ の条件式 に対 し,異 なる2種 類

の作問が作れ るよ うにカー ドが用意 されてお り,こ の

二つの問題 を作 るこ とが課題 にな る。作問 され る問題

の構造 として は レベル1と 同等で ある。
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　 レベル4で は逆思考の問題 を扱 う。 レベル4-1で

は,計 算式 がかけ算 であ るが,関 係 式が?÷x=yま

たは?÷y=x(包 含 除または等分除)の 問題,つ ま

りわ り算の物語 を作 らせ る課題 であ る。 ここで,わ り

算の物語 を,わ り算 習得 前の2年 生で扱 え るよ うにす

るため に,単 文 の表 現 に工夫 を行 った。 モ ンサ ク ン

Touch2で は問題場 面 はす べて教 科書(1°)～(27)より抜粋

して設 定を行 ってい る。1あ た り量が用 い られ るかけ

算の物語 では比較 量が未 知の場合 に必ず 「ぜ んぶで」

とい う表現 が用 い られてい る。 レベル4-1で は,本

来な ら基準量または割合 が未知であ るわ り算の物語 を,

比較 量が未 知にな るよ うに変更 した上で,か け算の表

現に合わせ るため,「ぜ んぶで」とい う表現 を追加 した。

この変更例 を表3に 示す。

表3　 レベル4-1で 与える単文の設計

変更前 変更後

あめが6こ あ ります あめが ぜんぶで?こ

あります

あめを2人 で 同じ数ず

つ 分けます

あめを2人 で 同じ数ず

つ 分けます

1人 分 の あめは?こ

にな ります

1人 分 の あめは3こ

にな ります

　 レベル4-2で は,計 算式がわ り算で,関 係 式がか

け算 の課題 であ る。 ここでは,わ り算習得 前の2年 生

に対応 す るため,課 題 として学習者 に与え る情報を計

算式の 「x÷y=?」 で与え るのではな く,関 係 式の

「?×y=x」 もしくは 「y×?=x」 で与 えること

とした。 この二つの関係 式は,こ の計算 式が比の第1

用法 として用い られ てい る場合 と,比 の第3用 法 とし

て用 い られ てい る場 合 とに対応 し,こ の二通 りの関係

式に対応す るどち らか一つの問題 が作成 で きるよ うに

カー ドが用意 されてお り,そ の問題 を作成す ることが

作問課題 とな る。

　 レベル5で は,こ れ までの2項 演算の課題か ら拡張 し,

分配法則の思考 を伴 う課題 を扱 う。 この課題では,関 係

式 としては和差の演算を用い るため,加 減算の作問タス

ク(図3)の 物語構造の知識 も合わせて必要 となる。

　 レベル5-1は,関 係 式が(a+b)×y=?ま たは

(a-b)×y=?の 問題,つ ま り割合 の数値 を共通の

もの として設 定 した課題 であ る。

　 レベル5-2は,関 係 式がx×(a+b)=?ま たは

x×(a-b)=?の 問題,つ ま り基 準量の数値 を共通

の もの として設 定 した課題 であ る。

　乗 除算 の作 問 タス クにお ける,モ ンサ クンTouch2

が取 り扱 う課題 の範囲 を図6に 示す。本 システムでは,

比の計算式 の第2用 法お よび比の物語 式の第2用 法に

関する課題がすべて網羅されていることがわかる。

図6　 モ ンサ ク ンTouch2の 対応範 囲

3.乗 算にお けるシステムの設計

3.1診 断 とフィー ドバ ック

　モ ンサ ク ンTouch2に お け るレベル2の 正解例 を表

4に 示す。 これは,5×3=?で 計算で きる作問 をす

ることが課題 と して与 え られた場合の正解で ある。本

システムでは各文 を学習者が操作可能 なカー ドとして

用意 してお り,こ の1文 を単文 と定義 してい る。各単

文 は,「5」 「3」 な どの数値,「 円」「こ」な どの単位,

「あめ」な どの物体(こ こで は,オ ブ ジェク トと呼ぶ

こ ととす る)で 構成 されてい る。 これ らは作問 タス ク

の問題文決定 タス クに関わ る要素で もある。 これ らの

要素はシステムで問題の生成 および診 断を行 うために,

単文 に付随す る要素 として登録 してい る。また,単 文

は 関係文 と存在文 に分 け られ,正 解 となる単文の組 み

合わせは関係 文1,存 在文2で 構成 され る。モ ンサ ク

ンTouch2に お ける関係 文は,例 では 「1こ5円 の あ

めを 買います」な どの よ うに2量 の関係 を表す文や,

2つ のオブ ジェク トが倍の関係 で あるこ とを表す文 に

相 当す る。関係 文 には,「1こ 」 あた り 「5円 」 な ど,

どち らの単位(ま た はオブジ ェク ト)が 基準 とな るか

の情報(こ の場合,個 数 の 「こ」が基準の単位 で ある)

が含まれてお り,そ れ によって作問 され る問題の各単

文が基準量 ・割合 ・比較量の どれ に相 当す るかが判別

で きるよ うにな る。 よって,基 準 とな る 「単位」 も し

くは 「オブ ジェク ト」の情報 も単文 に付随す る要素 と

して登録 してい る。存在文 は 「あめを3こ 買い ます」

な ど,あ るオブ ジェク トが どの くらいの量存在 してい

るのか を表す文で ある。

表4　 モンサ ク ンTouch2の 正解例(5×3=?)

1こ5円 の あめを 買います

あめを3こ 買い ます

あめの だい金は ぜんぶで?円 です
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3.2　 ダ ミー カー ド

　モ ンサ ク ンTouchに は正解 とな る単文 に加 え,正 解

となる単文か ら変更 を加 えた複数の ダ ミー とな るカー

ド(ダ ミーカー ド)で 構成 されてい る。 ダ ミーカー ド

は,問 題 と して成立すべ き条件(作 問 タス ク)に 注意

を払わない場合 に使 用 され るもので ある(28)。モ ンサ ク

ンTouch2に おいて もダ ミーカー ドを用意 してお り,図

4の 乗除算 にお ける作問 タス クに従 って正解 とな る単

文か ら変更 を加 えるこ とによ り生成 されてい る。生成

され るダ ミーカー ドの種類は表5の とお りで ある。

図7　 モンサ クンTouch2の 診断 と誤 りの種類

表5　 ダ ミーカー ドの種類

　 モ ンサ クンTouch2の 診 断 と判 別 され る誤 りの種類

は図7の 通 りである。まず,解 答 され た3文 が基準量 ・

割合 ・比較 量 として適切 に選 ばれてい るか ど うか,つ

ま り比の物語式 が成 立 してい るか ど うかを判 定す る。

ここで誤 りと判 定 されれ ば物語 の誤 りとして診 断 され

る。 次に,作 問 され た問題 が乗 除算 の文章題 として成

立 してい るか ど うかを判 定す る。 ここでは,関 係 式 と

して用い られ る単位 の関係,オ ブジェ ク トの関係,数

量の関係 が適切 な組 み合 わせ になってい るか ど うかを

判 定す る。ここで誤 りと判定 されれ ば,判 別内容 によっ

て単位 の誤 り ・オブジ ェク トの誤 り ・数 量の誤 り ・オ

ブジェク トかつ数量の誤 りとして診 断 され る。最後 に,

その問題 が出題 され た課題 と一致 してい るか ど うかを

判 定す る。 ここでは,作 問 され た問題 か ら比の計算 式

を抽 出 し,課 題 の数値 と一致 してい るか ど うかを判 定

す る。 なお,比 の第2用 法におけ る基準量 と割合 の順

番 は,基 準量 ×割合=比 較量の並びで正解 とな るよ う

にす る。 これは,図2や 表1に 代表 され る教 科書の定

義に従ってい る。 ここで誤 りと判 定 され た とき,基 準

量 と割合 と数値の対応が逆であれば計算式の不一致(基

準量⇔割合),そ れ以外 な ら計算式の不一致(そ の他)

として診 断 され る。 また,判 定 され た結果 に応 じ,学

習者 にはフ ィー ドバ ックを与 えてい る。 計算 式の不一

致(基 準量⇔割合)の フィー ドバ ック例を図8に 示す。

図8　 モンサ クンTouch2の フィー ドバ ック例

種類 変更要素

基準量と割合の数値入れ替え 数値

その他課題に出てくる数値へ変更 数値

倍関係の関係文のオブジェク トを

入れ替える
オブジ ェク ト

正解の単文で用い られていないオ

ブジェク トへの変更
オブジ ェク ト

正解の単文で用い られていない単

位への変更
単位

文型の変更

キ ー ワ ー ド 「ず

つ ・ぜ ん ぶ で 」,

助 詞

4.授 業実践

4.1実 践計画

　現在,モ ンサ クンTouch2を 用いた授業実践 を行 って

い る。実践の対象者 は広島大学附属小学校の2年 生1

クラス(実 験群:39名)で ある。3週 間 にわた り,計

8時 限(1時 限は45分)の 利用 を予定 してい る。

　 45分 の授業の内訳 としては,開 始5分 及び終了前の

5分 をモ ンサ クンTouch2の 利 用時間 として設定 し,残

りを作問の一斉授業 に充て る。 この配分は授業の進行

状況 によ り適宜変更 され る。タブ レッ トPCは,学 習者

1人 に対 し1台 が与 え られ,シ ステム利 用時 は個別 に

作問の演習 を行 う。一斉授業では,シ ステ ムで扱 う課

題の うち1つ を ピックア ップ し,必 要なカー ドの選別,

不要なカー ドの選別 とその理 由,作 問 された問題の図

的表現は ど うな るのか を議論 し,作 問のポイ ン トを学

習す る。つま り,モ ンサ クン自体 は利用 していない も

のの,モ ンサ クンの設計の基礎 となってい る問題構 造

のモデルお よびそのモデル に沿 った問題 作 りをそのま

ま反映 してお り,モ ンサ クンによって発想 され成立 し

てい る授業 とな ってい る。また,授 業時間 内での シス

テ ムの利用時 には,授 業での成果 を確認 す るとい う理

由で,図8の よ うな具体的な フィー ドバ ックは出さな
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い よ うに設 定 してい る。

　 モ ンサ クンTouch2で は,学 習者 の作問状況 を リアル

タイムに集 計す るモニ タ リングシステム も用 意 してい

る。Webべ 一スで実装 されてお り,教 師は タブ レッ ト

において教 室を巡 回 しなが ら閲覧す ることができ る。

イ ンター フェース を図9に 示す。 このシステムは クラ

ス全 体お よび学習者 個人の作問数,正 解数,誤 答数,

誤答 の種類 が把握 でき る。 また,生 徒個 人の作問履歴

も確認 でき る。今 回行 った実践 においては,教 諭 は毎

回作問のできが よかった場合 と悪 かった場合 のプ ラン

を用 意 してお り,最 初の作問時の作問ので き具合 をモ

ニ タ リングシステムを用 いて確認 してか らプ ランの選

択 を行 っていた。 また,間 違 いの多い学習者 をモニタ

リングシステムで確認 した上で,個 別 に指導を行 って

いた。 さらに,授 業時間外でのシステム利用 に よる復

習 も行 わせ てい る。 また,じ っ く り考 えないで適 当に

単文カー ドを当てはめてい る学習者 に対 しては注意 を

促 してい る。

　 また,本 システムの学習効果 を測 るため,実 践の前

後にそれぞれプ レテス ト・ポス トテス トを行 わせ る。

さらに,本 システムを利 用 しない クラス(統 制群:40

名)も 設 け,テ ス トのみを行 わせ,シ ステムに よる影

響 を検 証す る。

図9　 モニタ リング システム

4.2　 プレテス ト・ポス トテス ト

　 プ レテス トお よびポス トテス トは,同 じ問題 を使 用

す るが,問 題 の出題順 を変更 してい る。 テス トの種類

は問題解決 テス ト,情 報過剰 テス ト,作 問テス トの3

種類 を用意 した。 実施 時間はプ レテス ト・ポス トテス

ト共に1時 限(45分)で あ る。

　 問題解決 テス トお よび情報過剰 テス トは,教 科書の

問題 よ り選別 した ものか ら,本 システムで設 計 した レ

ベル カテ ゴ リに沿って修 正 した ものを用意 した。 っま

り,モ ンサクンTouchで 扱 う課題 と同等の ものであ る。

ただ し,未 知数 に?は 用 いず,通 常の文章題 表現(～

は,何 こあ りますか 等)を 用 いている。これ らの問題

配分 は レベル1～3相 当の問題 を3問,レ ベル4-1

相 当の問題 を2問,レ ベル4-2相 当の問題 を4問,

レベル5-1～5-2相 当の問題 を1問 の計10問 を用

意 した。情報過剰テス トは,解 を求 めるには不要な1

文 を各課題 に追加 した もので ある。解答方法 は,レ ベ

ル4-2相 当の問題 は,計 算式が割 り算 となるた め式

のみ を記入 し,そ の他 は式及び答 えを記入す る。 これ

ら2つ のテス トは,実 験群お よび統制群 に対 し行い,

実験群の システム利用 による文章題 解決能力への影 響

お よび基準量 ・割合 ・比較量の3量 の意識の変化 を検

証す る。

　作問テス トは,実 験群 にのみ実施す る。 内容は,本

システムのすべての レベルの作問 に対応 した単文 を28

個与 え,そ れ らを用いた4種 類の作問 を行わせ るテス

トで ある。また,作 問 を行 う上で考 えた こ とを書かせ

る 自由記述欄 も設 けた。 この作問テス トで は,本 シス

テ ムによる作問能力の影響,お よび作問傾 向の変化 を

検証す る。なお,現 時点で実践利用 を実施 中のた め,

本稿では このテス ト結果 は未取得で ある。

5.ま とめ

　本稿で は,乗 算文章題 を対象 とした単文統合型作問

支援 システム 「モ ンサク ンTouch2」 の設計お よび開発

について報告 した。乗除算文章題では,数 量 を構成す

る要素 として,基 準量 ・割合 ・比較量が あ り,学 習者

は これ らを明確 に区別 し,関 係 づ けるこ とが問題解 決

の際 に必要で あるこ とを見出 した。そ こで,比 の3用

法 に基づ く作問の種類の洗い 出 し,レ ベル設計,お よ

び診断の設計 を行 った。現在,2年 生2ク ラス を実験

群 と統制群の2群 に分 け,実 験群 に対 して本 システム

を用いた実践授 業 を行 ってお り,プ レテス トお よびポ

ス トテス トの結果 よ り,本 システムの効果 を検証す る。
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